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1. はじめに 

岩城橋は，図-1，図-2 に示すように愛媛県上島町の

生名島と岩城島を結ぶ，中央径間 475m，橋長 735m の

5 径間連続鋼・コンクリート混合斜張橋である． 

本稿では，斜張橋の RC 主塔に対して，経済性に優れ

る合理的な斜材定着構造に関する計画・設計手法の一

例を紹介する． 

2. 主塔斜材定着部に求める要求性能 

岩城橋の主塔は，高さ 130m 超の巨大な RC 主塔であ

るが，大規模地震時に発生する断面力を抑制するため

中空断面を採用し，自重の軽減を図っている． 

中空断面に対する斜材定着方法にはいくつかの構造

が考えられるが，岩城橋の主塔は，中空断面の壁に斜材

を定着し，斜材の引張力に対して PC 鋼材で補強する構

造を採用している． 

この構造は，近隣の生名橋でも採用された構造であ

るが，現時点では国内での実績は少なく，構造安全性を

確実なものとするためには，いくつかの課題を解決す

る必要があった．行った検証項目，課題を以下に示す． 

①斜材定着部に対する力の流れの検証 

②引張力に対する補強材として使用する PC 鋼材によ

る設計プレストレス量の設定 

③斜材定着部の限界状態の設定方法 

3. 斜材定着部の力の流れの検証 

斜材に張力が作用した時の定着部への荷重伝達方法

を検証した．一般的な設計方法として，簡易法を用いる

場合は，斜材張力を水平方向に分力として考え，壁厚の

薄くなる水平面で応力照査を行う方法，斜材張力をそ

のまま作用方向のコンクリート抵抗面で考慮した設計

方法の 2 通りが考えられる．岩城橋では，両者による設

計を行った上で，図-3 に示すように，主塔斜材定着部

をモデル化した FEM 解析を行い，斜材張力の伝達(広が

り)経路を主応力分布として求め，安全性を検証した． 

解析結果から，力の流れはおおむね水平分力方向と

斜材定着方向の両者を包括する広がりとなった．これ

は，斜材定着部の突起の形状にも起因し，水平分力上部

方向の壁厚の薄い部分の変形による力の流れと考えら

れる．設計で想定した分布幅よりも広がる方向となる

ことは，部材応力的には有利に働く結果となるが，一方

で，各段の斜材定着部は十分な離隔を必要とする結果

となった． 

4. 設計プレストレス量の設定 

斜材定着部の設計は，定着壁と側壁に作用する断面

力に対して必要なプレストレス量を求めるストラッ

ト・タイモデルを用いた． 

一方で，壁断面に導入されたプレストレス力が目標

とする断面方向に 100%作用するとは限らないと考え，

図-4 に示すモデルから，目標断面に対するプレストレ

ス力の算定を行った．プレストレス量は壁厚に対する 

PC 鋼材配置位置により伝達経

路による減少量が定まったた

め，設計にこの値(低減)を考慮

した． 

5. 斜材張力の限界値の設定 

斜材定着部は，斜張橋の安全

性に重要な部位であり，想定外
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図-2 主塔正面図 
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の力に対して，斜材定着部に求められる限界状態を設定

し，構造安全性を確保した． 

斜材に求める限界状態は，橋全体の安全性から定め

た．岩城橋では，大規模地震力で橋の諸元が決定されて

おり，橋軸方向に想定以上の地震力が作用すると，最初

に主塔橋脚基部が降伏する設計とした．よって，斜材定

着部の設計荷重は，動的解析で求めた斜材張力比率を

用いて主塔橋脚基部が降伏する水平荷重を求め，この

分力に対して斜材定着部が健全であることを設計上の

限界状態とした． 

表-1に作用荷重と設計荷重との対比を示す． 

6. 解析結果の妥当性の検証 

以上のことを考慮し，簡易法で設計した斜材定着部

と定着断面に対して，3 次元 FEM 解析で結果の妥当性

と設計プレストレス力の補正を行った．FEM 解析のも

う一つの目的として，各段の斜材ケーブル力によって

発生する部材応力度が，各段の斜材で独立性が確保さ

れていることを確認した． 

図-5 に解析結果を示す．全斜材を同時に作用させた

場合に定着部に発生する応力度と各段の斜材張力を単

独で作用させた場合の応力度の比較から，定着間隔は

互いの斜材張力に対して独立性を確保できていること

が確認できた． 

7. まとめ 

国内事例の少ない中空断面の RC 主塔に対して，PC

鋼材で補強した斜材定着構造に対する設計事例を紹介

した．なお，本報告で行った斜材定着構造は，設計後に

実施した実証実験により，設計荷重に対する十分な安

全性を確認できた． 

図-5 FEM 解析による設計の妥当性の検証結果
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図-3 斜材張力分布 

表-1 作用荷重と設計荷重の対比 
図-4 プレストレスの伝達経路
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